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９月６日午前 3時７分。真夜中に震度 7の巨大地震が北海道を襲いました。

停電、断水、電話も不通。夜明け前の暗闇の中で人々の不安も頂点に。

日赤は、甚大な被害に対応すべく、発災直後から救護活動を開始。

毛布・緊急セット・安眠セットなどの救援物資を配布し、

特に避難者の多い厚真町・安平町・むかわ町などの地域で、救護班が医療救護活動を展開しました。
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平成30年北海道胆振東部地震

    北海道地震
北海道を襲った最大震度 7の地震は、
土砂災害などで41人に上る犠牲者を出すなど大きな被害をもたらしました。
日本赤十字社は災害対策本部からの要請を受け、43の救護班や12班の日赤災害医療コーディネートチーム、
10班のDMAT（災害派遣医療チーム）などを派遣し、 対応に当たりました。＊

台風被害の教訓を生かし透析患者を受け入れる

地震発生直後、北海道と東北6県から救護班が派遣され、救護活動にあたった

赤十字の活動

透析資材のストックを２週間分に増やしていた
ため、他院からの患者を受け入れることができ
ました。
　送電の復旧まで通常診療に近い形を継続でき
たことは、赤十字病院として災害への備えを最
重要事項ととらえ、教訓が生かされた成果です。

　地震発生後、停電のため自家発電への自動切
り替えが行われた清水赤十字病院。透析は通常
通り実施し、停電で診療ができなくなった帯広市
内のクリニックより計15人の透析患者を受け入れ
臨時的に夜間透析を実施しました。清水赤十字
病院では、２年前の台風10号被害を教訓として

小納谷 守さん（69歳）

日赤本社は協定を結ぶ海上保安庁の航空
機で、日赤医療センターの医師を含む初
動班を北海道へ派遣した

  救護所　｜　医療が必要な人のために
避難所生活を送る大垣尚生（なお）さんが、7歳の息子
さんを日赤の救護所へ連れてきました。避難所でいろい
ろ触ったからか目が痒くなってしまったそう。「救護所で
診てもらい、薬をもらえて助かります」と大垣さん。自宅で
はタンスや水槽が倒れ、役場勤めのご主人も発災直後から災
害対応のため会えておらず、不安な日々を過ごしていました。

  支援物資　｜　防災ボランティアが活躍
水上安全赤十字奉仕団の委員長を務める岩瀬俊雄さん
は、今回、赤十字防災ボランティアとして活躍。安平町役
場や追分公民館など４カ所に救援物資を運び、「今回のよう
に自然災害の対応は初めてで、資材の搬送は後方支援ではあ
るが、避難所の係の方からお礼を言われると、極めて重要な役
割を担っているのだと気が引き締まります」と力強く語りました。

  巡回診療で被災者に寄り添う　｜　こころのケア I
救護班が巡回診療していた際、幼い子どもたち３人（長女6
歳、長男5歳、次男2歳）と避難所生活を送る大倉麻由美さ
んが、苦しい胸の内を語られました。「自宅に片付けに戻りたい
し職場にも手伝いに行きたいが、子どもたちもいるし、はしゃい
で周りに迷惑をかけるのではと不安もある…」。救護班はその言葉
にじっくりと耳を傾け、気持ちが落ち着くまで寄り添い続けました。

清
水
赤
十
字
病
院

特 集 1

写真は伊達赤十字病院。地震発生直後の午前３時20分、自宅に
いた職員も参集し、非常電源の下、災害対策本部の活動を開始

平成30年9月6日に発生した北海道胆振地方中東部を震源とする最大震度７の地震により、北海道に大きな被害が出ました。
この災害で被災された方々を支援するため、下記のとおり義援金を受け付けております。皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

http://www.jrc.or.jp/contribute/help/308/

■義援金名称：平成 30 年北海道胆振東部地震災害義援金　　■受 付 期 間：平成31年3月31日（日）まで
■協 力 方 法：
　［１］郵便振替によるご協力（ゆうちょ銀行・郵便局）
 　　　口座記号番号　00130-1-673591
 　　　口座加入者名　日赤平成 30 年北海道胆振東部地震災害義援金
 　　　　※ゆうちょ銀行の振込用紙の半券を受領証の代わりとして、寄附金控除の申請にお使いいただけます
 　　　　※窓口でのお振り込みの場合は、振込手数料が免除されます
 　　　　　（ATM による通常振り込みおよびゆうちょダイレクトをご利用の場合は、
                所定の振込手数料がかかります）

日本赤十字社　平成30年北海道胆振東部地震災害　義援金 検索

 「平成30年北海道胆振東部地震災害」義援金、受け付け中

　［２］銀行振り込みによるご協力
 　　　①三井住友銀行　すずらん支店　普通　2787533
 　　　②三菱UFJ銀行　やまびこ支店　普通　2105541
          ③みずほ銀行　　クヌギ支店　　普通　0620413
 　　　　※ 口座名義はいずれも「日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）」
 　　　   ※ 銀行振込の際の利用明細票を受領証の代わりとして、寄附金控除の申請にお使いいただけます
 　　　   ※ ご利用の金融機関によっては、振込手数料が別途かかる場合があります

　9月 6日に発生した北海道胆振東部地震によ
り、北海道庁の発表では、16,649人の方が避難
所に身を寄せました。北海道内の全ての火力発電
所が停止して全域で停電が起きたほか、各地で土
砂災害のために家屋が崩れ、道路が封鎖される
など、甚大な被害が出ました。
　日赤は地震発生直後から被災地へ救護班を派
遣、特に被害の大きい厚真町を中心に、安平町、
むかわ町内の避難所で巡回診療を実施したほか、
約600人の方が避難されていた厚真町総合福祉

センターには、24時間体制の救護所を設置しま
した。なお日赤支部は毛布・緊急セット・安眠セッ
トなどの救援物資を避難所などで配布しました。
　北海道内に10カ所ある赤十字病院も、停電直
後は自家発電で対応しましたが、全ての病院で
送電が復旧し、約３日後に通常診療を再開でき
ました。
　今回、深夜に起きた地震で暗闇の中を必死で
逃げ、余震がある中停電が続くことによって不安
を感じた方も多く、日赤は SNSなどを通じて、

暗い時こそ声掛けが大事というメッセージや、狭
い場所で身体を自由に動かせない状態のまま長
時間過ごすことでエコノミークラス症候群になる
おそれについても発信しています。
　日本国内では記録的な猛暑や豪雨、台風など
の自然災害が続いています。日赤ではこうした災
害に備え、日頃から医師・看護師などからなる救
護班の派遣、救護所の設置、被災現場や避難所
での診療、こころのケア活動などの訓練を全国の
支部・病院で行っています。

避難所の運営スタッフに状況を確認する旭川赤十字病院の救護班

被 災 者 の 声
段ボールベッドで避難所の環境改善

分を厚真町地区を中心とし
た避難所へ設置しました。
ベッドの導入で、床のホコリ
を吸いこまず、高齢者も起
き上がりやすくなり、寒さを
しのぐ効果が期待されます。

　毎年「厳冬期訓練」など災
害訓練に熱心に取り組んで
いる日赤北海道看護大学。
同大学独自の取り組みとし
て、大学内の倉庫に備蓄し
ていた段ボールベッド400人

「地震が起こってすぐ、3時間
歩いて避難所に来ました。硬
い床の上では寝づらく眠りも浅
かったけれど、段ボールベッド
は意外に寝心地良くて、これ
で眠れそうです。うちは米農
家で、あと数日で収穫予定だっ
た稲のことが心配だけど、とり
あえず寝る場所が少し良くなっ
ただけでも、ほっとしました」
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被災された方へ

＊9月20日時点

動画で見る赤十字の活動

www.jrc.or.jp/movie/

北海道地震の
被災地での活動を
紹介しています
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学校低学年の男の子。腹痛の原因はいろいろあ
りますが、その子の家族は行方不明とのことで、
精神的ストレスが原因ということも考えられま
した。救命救急では、普段から外科内科を問わ
ず、運ばれてきた方の症状全般を診察します。
しかし、専門医の診療が必要と判断した場合は
引き継ぎをして担当から離れます。　
　僕が詰めている救護所には、引き継ぎができ
る小児科の専門医がいませんでした。この男の
子の苦しみを、早く、ちゃんと取り除いてあげ
たいと思うけれど、小児科専門医ではない僕は
自分の診察に「迷い」が生じます。2011 年当時、
僕の娘も、目の前の男の子と同じくらいの年齢
でした。苦しんでいる男の子と自分の娘が重な
ります。逡巡した結果、「やるしかない。僕が
この子を救うんだ」そう腹をくくって診察し、

薬を処方しました。
　僕はこの時、『患者
にとっては専門など関
係ない。医者として、
あらゆる状況に対応
できる能力を身に付け
ておかねばダメだ』と
思い知りました。災害
医療の現場で、医者と
して本来あるべき姿に
気づかされたのです。

笠原直人 医師
静岡赤十字病院
救命救急センター

他県から静岡に移ってきた時、救命救急のある病院
は他にもありましたが中田先生との面接で日赤に決
めました。チーム中田の目標は「良妻賢母」。他科の
医師にとって良妻で、研修医には賢母、中田先生ら
しいバランス感覚に優れた救命救急医の在り方。こ
こには医師としてたくさんの学びがあります。

り響くサイレン。救急車から担架に乗
せられ運ばれて来た重傷患者。慌ただ

しく救命処置を行う医師、看護師…。「救命救急」
と聞くと、こんなシーンを思い浮かべるのでは
ないでしょうか。
　確かにそれもよくある情景ですが、それより
も僕の職場は「地域で問題を抱えている人が、
最初に運ばれてくる場所」という表現がふさわ
しい場所です。
　例えばこんなことがありました。高齢者の2
人暮らしで、子どもがおらず、親類が遠方に暮
らしている家庭。奥さんが認知症になり、高齢
の旦那さんが介護をしていた。その旦那さんが
倒れ、救急車で運ばれて来たとき、重度の認知
症の奥さんも救急車に乗ってやって来た。旦那
さんはそのまま入院するが、さあ奥さんはどう
しよう、となる。またある時は、こんなケース
も。深夜に道端に倒れているところを発見され
た高齢の女性。食事をとっておらず、衰弱して
いるが『家に帰りたくない』と。家族と暮らし
ていても、何らかの事情で家に居づらく、あて
もなく外をさまよっていた。これら2つのケー
スは市役所や地域のケースワーカーと連携して
対応しました。時には行政や警察とも密接な連
携をとって、地域の問題に医療として関わって
いく。それが救命救急の現場です。そして僕は、
救命救急室に運ばれてきた人の、体だけでなく、
できればその人の心や、その人を取り巻く問題
さえも、来る前よりも良い状態にして帰したい、
という信念で臨んでいます。

日本大震災では日赤救護班の第一班と
して被災地に入りました。鮮明に覚え

ているのが、腹痛で救護所に連れてこられた小

no.001    静岡赤十字病院 救命救急センター長 中田託郎

老々介護、家出、…地域の問題に
穏やかに立ち向かう「救命救急医」

救命救急チームと治療方針について話し合う中田医師（写真中央）

赤十字
の、

部下

中 田 託 郎 ド ク タ ー は ど ん な 人 ？

2007年、東京女子医科大学病院の救命救
急センターから、救急科専門医として静
岡赤十字病院へ赴任。行政、地域の救急
隊員からも絶大な信頼を得ている。

中田託郎 医師

静岡赤十字病院
救命救急センター長　救急科部長

池田朋美 看護師
静岡赤十字病院
救命救急センター

戦場のような救命救急現場。でも中田先生はいつも
穏やか。患者さんや患者さんの家族も、中田先生と
話すうちに自然と緊迫感が和らぎます。救急科なの
に居心地が良いなんて矛盾しているようですが、仲
間同士の信頼関係の良さや、穏やかな空気は、中田
先生の人柄が影響していると思いますね。

同僚

鈴木嵩弘 医師
浜松赤十字病院
外科

中田先生が、たった一人から始めた救命救急セン
ターも今や８人。優秀な人材を引きつける病院を
“ マグネットホスピタル ” と呼ぶそうです。僕が静
岡日赤で研修医をしていた時、救急車に同乗した
消防署の救急隊員は「救急科の先生としてまず思
い浮かぶのが中田先生」と。不思議と人を引きつ
ける先生の人柄の良さを実感しました。

教え子

2011年、東日本大震災の救護所で診察を行う中田医師（写真右）

ひと

赤十字の活動は「ひと」がつくる。赤十字らしい「ひと」、赤十字活動を頑張る「ひと」を、「赤十字の、ひと」として紹介します。（不定期掲載）concept

鳴

東
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ボランティア

　西日本豪雨災害で被害の大きかった岡山県の、倉敷市災害ボランティアセンターで体験してきまし
た。ここでは、赤十字の安全奉仕団が「防災ボランティア」として活躍。全国から集まったボランティ
アが被災地へ出発する前にレクチャーし、熱中症対策でウチワや塩あめを配ったり、水の補給をしたり。
活動を終えたボランティアのお迎えでは、感謝の言葉を掛けながら氷のうを渡し、靴や器具の洗浄を
手伝いました。
　ボランティアセンターは復興を支えるボランティアの熱意と善意であふれ、胸が熱くなる思いでした。

 お住まいの地域の窓口は 
 ウェブサイトでもご案内

jrc.or.jp/
volunteer/
search/
※ボランティアの活動内容や
受け入れ状況は地域によって
異なります。詳細は日赤支部
にお問い合わせください。

vol.5

熱中症・感染症対策をレクチャー。
このレクチャーが始まってから、
多い日で十数人が熱中症で
緊急搬送されていたのが
ほぼゼロに！

出発

疲れて帰ってきたボランティアに
氷のうを配ります。お迎え

＊ ボランティアセンターは社会福祉協議会が運営。 赤十字奉仕団は運営のサポートをしました

＊at 倉敷市災害ボランティアセンター＊（岡山県）

移植を待っている患者数

3000人
以上

移植ができた人

1200人
（2017年度）

あなたの「登録」が誰かの希望に
「生きたいと願う人がいる。」――この瞬間にも、移植を待っている人がいます。

骨髄バンク 検索

ドナー登録について、詳しくはこちらをご覧ください

　今年度ACジャパンの骨髄バンク支援キャンペーンCMに出演
するタレントの中川翔子さんは、9歳の時にお父様を白血病で
亡くされました。中川さんは現在32歳、お父様が他界された
年齢です。「骨髄バンクの一番下の登録年齢は18歳ですよね？ 
親子だから型が合っていたかもしれないのに…」と振り返る中
川さん。今回の出演が誰かの幸せや命につながるのなら、この
CMは「父と私のいろんな意味での集大成」とメッセージを発
信しています。
　毎年、約1万人の方が、血液難病*1を発症しています。1 人で
も多くの骨髄移植の機会が確保されるよう、より多くの提供者

（ドナー）を必要としています。日赤は、国から造血幹細胞提供
支援機関の指定*2を受けて、献血ルームでドナー登録を受け付け
ている他、ドナー登録者に必要な検査や個人情報の管理、マッ
チング検索など、さまざまな取り組みで骨髄バンク事業を支え
ています。

  10月は「骨髄バンク」ドナー登録の推進月間

https://www.jmdp-donor-special.jp/

＊1 「血液のがん」と呼ばれる白血病、悪性リンパ腫や、再生不良性貧血など
＊2 平成26年施行の「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律」による

約
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〈群馬〉豊かな自然の中、救急法などの課題に挑戦しながらゴールを目指す／〈京都〉竹ひごタワー作りに挑戦／〈静岡〉救命処置を体験

部は、災害時応急医療訓練に参加し、負傷者の緊
急度に応じて優先順位を決めるトリアージや、仮
設診療所への搬送を行いました。
　また福井県支部は、９月１日に開催した巨大地
震を想定した大野市総合防災訓練に参加。大野市
赤十字奉仕団がおにぎりを600個作り、参加者に
配布しました。同団は訓練を通して、団員の役割
を再確認するとともに防災意識を高めました。

AREA
NEWS
全国各地、あなたの生活のすぐそばで、
日本赤十字社の活動は行われています。

100万人目となった高木さん（中央）。　熊本の緑をイメージした内観（右写真）

愛をつないで累計100万人達成！
献血ルームで記念セレモニー開催

熊本県

　熊本県赤十字血液センターの下通り献血ルー
ムで献血者の累計が100万人を突破。その記念セ
レモニーを7月30日に実施しました。昭和59年
に開設された下通り献血ルームは昨年4月に熊本
市中心部の商業施設「COCOSA」に移転オープ
ン。自然の景観を感じられる癒やしの空間を目指
して、スタッフ一丸となって魅力的で気軽に立ち
寄れる献血ルーム作りにまい進しています。

QRコードから入試の詳細が見られます

〈平成31年度 看護学校入試日程〉
看護師・助産師として世界へはばたけ
　日赤の看護大学・専門学校と助産師学校で
平成31年度の入試日程が決定しました。現在、
看護大学6校、看護専門学校16校で年間約
1315人の看護師を、助産師学校・大学・大学
院で年間92人の助産師を養成しています。「い
かなる状況にあっても、人間のいのちと健康、
尊厳を守る」という赤十字の使命に基づいて
学んだ卒業生たちは、全国の赤十字病院や国
内外の紛争・災害の現場で貢献しています。

芸術は「障害」も国も超えられる
「2019パラアートTOKYO」作品募集中

東京都

　障害のある方のアート作品が並ぶ「2019
パラアート TOKYO」国際交流展が、来年2月
1日(金) ～ 5日(火)に東京・池袋で開催され
ます。現在、国内外を問わず、絵画・書作品
（前衛書、書画も含む）を募集中。障害のあ
る方で、“子供の部”は11歳～17歳、“大人の
部”は18歳以上が対象です。

今年も開催！ 夏のトレセンが子どもたちを大きく成長させる

　今年の夏も各地で「青少年赤十字リーダーシッ
プ・トレーニング・センター」（以下トレセン）が
行われました。「気づき、考え、実行する」という
態度目標を念頭に、自主性やリーダーシップを学
ぶ宿泊研修です。
　日赤群馬県支部では7月25日～27日（高校生51
人）と8月20日～ 23日（小学生36人）に実施し、赤
城山の大自然を生かしたフィールドワークなどを

静岡県

体験。今年で記念すべき100回目の開催を迎えた
のは京都府支部。8月4日～ 6日のトレセンには
小学生から高校生まで103人が参加し、応急手当
てや献血、防災について学びました。8月6日～ 8
日に行った静岡県支部では6校32人の高校生が参
加。「人権」「防災・減災」「発展途上国の支援」など
のテーマで話し合うグループワークなども盛り込
んで、意義のある3日間を過ごしました。

避難生活の時の様子を話すなど、積極的に意見交換を行った

　日赤福島県支部は8月27～ 29日、東日本大震
災の支援のお礼として、鹿児島県出水市の小中高
生22人を福島へ招待。毎年、同支部を通して被災
した子どもたちが通う避難校へ、手作りのコメや
本などの支援物資が届けられており、親交を深め
ていました。今回、初めて福島に来た一行は、飯
舘村の小中学校を訪問。それぞれの児童生徒が初
対面し、握手を交わしました。

福島県

「福島に来てね！」
感謝を込めて子どもたちを招待

赤十字と縁が深い野々山忠致氏（集英社新書「人道支援」著者）が講演

創設から130年を経た今も伝えたい
人道支援とボランティアの大切さ
　創設130年の日赤大阪府支部では、国際人道法
講座「人のいのちを守る赤十字の人道支援」を
10月20日（土）に開催します。南北朝時代の武将・
楠
くすのき まさつら

木正行が約500人の敵兵を救出、手厚く介護し
敵地へ送り帰した逸話も語り継がれる大阪。日
赤創立者、佐野常民の学

まなびや

舎「適塾」もあるゆかり
の地で開かれるこの講座は、赤十字の人道支援
への理解と共感を改めて促すものです。

大阪府

九都県市合同防災訓練では多くの機関と連携し、協力体制の強化を図った

続く災害･･･今こそ防災の心得を！ 私たちにできることを合同訓練で再確認
　北海道の地震や７月の豪雨災害など、防災の大
切さを改めて考えさせる機会が続いています。全
国の日赤支部では、9月１日の防災の日に合わせ防
災訓練や啓蒙活動に積極的に取みました。
　関東圏では、自治体や関係機関が協力して開催
する九都県市合同防災訓練に、日赤支部も参加し
ました。メイン会場の神奈川県川崎市会場では９
月１日、約140機関8000人が参集。神奈川県支

全国

団員25人がおにぎりを手作りした“美味しい奉仕”

京都府群馬県

神奈川県

看護大学

看護専門学校
／助産師学校

人のいのちを守る
赤十字の人道支援

「日本赤十字社大阪府支部創設130周年記念事業」

府民のための国際人道法講座

日
本
赤
十
字
社
が
取
り
組
む
、
人
道
支
援
と
は
。

　
　
　そ
の
内
容
と
現
場
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声
を
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
講
演
を
通
し
て
、
今
あ
な
た
に
何
が
で
き
る
か
を
問
い
か
け
る
。

現場からの声：「北イラクでの人道支援活動（仮題）」
　講　師：渡瀨淳一郎
　　　　　 大阪赤十字病院 救急科部副部長兼国際医療救援部副部長

主催／日本赤十字社大阪府支部　　　　（共催）日本赤十字国際人道研究センター　（後援）赤十字国際委員会駐日事務所

開催日時／［第1回］ 平成30年10月20日（土）13時30分～16時00分

会　　場／大阪赤十字会館 3階301会議室（大阪市中央区大手前2-1-7） 定員200名
参加無料

※お申し込み方法は裏面
　をご確認ください。
※応募者多数の場合は、
　抽選することがあります。

基調講演：人道支援と赤十字
　講　師：野々山忠致
　　　　　 元国際赤十字・赤新月社連盟財政委員会委員

（仮題）」

大阪赤十字病院 救急科部副部長兼国際医療救援部副部長

(c)M. A. Mortvedt/ICRC

東京都 福井県

ダミー

ウサギの血液を使って新しい血液と採血から1カ月後の様子を比較

「僕は赤血球になるよ！」
五感をフルに使う体験型講義を開催

福島県

　福島県赤十字血液センターは「夏休み親子見
学会」を8月4日に開催。小学生と保護者ら18組
43人が参加。今年はNPO法人南相馬サイエンス
ラボの齋藤実氏（理学博士）を講師に迎え、ウサ
ギの血液を顕微鏡で観察したり、赤血球・白血
球・血小板の役になって血液の働きを学ぶなど、
アクティブな体験型講義は「血液の働きがよく
分かった！」と子どもたちにも好評でした。

募集締め切り：11月20日（火）　
お問い合わせ：事務局（TEL :03-3341-0803）

詳細・応募は
こちら

（主催：公益財団法人日本チャリティ協会）

群馬県 京都府 静岡県

　平成30年９月21日、本社において平成30年度
第５回の常任理事会が開催されました。

　今回の常任理事会は、平成30年北海道胆振東
部地震災害における日本赤十字社の対応、赤十字
の現状と課題、予算の補正にかかる７月および
８月分の社長専決事項等の決定状況について、
それぞれ報告しました。

常任理事会開催報告

希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールで
ご応募ください。
①お名前（匿名希望の方は、その旨もご記入ください）　
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　
⑤赤十字NEWS10月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥10月号で良かった記事、興味深かった記事はどれで
すか？　　   　　
　（いくつでも）
　Ａ．表紙　Ｂ．北海道地震 赤十字の活動
　Ｃ．赤十字の、ひと　Ｄ．骨髄バンク
　Ｅ．ドキドキ体験！みんなのボランティア
　Ｆ．エリアニュース　
　Ｇ．健康豆知識　Ｈ．プレゼント
　Ｉ. ワールドニュース　Ｊ. １枚の写真から　
⑦赤十字NEWSのご感想、扱ってほしいテーマ、
　その他Voice（読者の声）への投稿もお待ちしています。
郵送／〒105-8521
　　　東京都港区芝大門1-1-3  日本赤十字社 
　　　広報室  赤十字NEWS10月号プレゼント係
FAX／ 03-6679-0785  メール／ koho@jrc.or.jp
（件名「赤十字NEWS10月号プレゼント係」）
10月31日（水）必着　
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます

10セットで        名さまに
プレゼント！

毎年好評の
赤十字手帳と赤十字カレンダー

赤十字手帳2019年版
表紙は赤白リバーシブル
（約15cm×9cm）
（350円税込・送料別）

＜お問い合わせ・ご注文＞
㈱日赤サービス　TEL：03-3437-7516　FAX：03-3459-1432
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4 さいたま赤十字看護専門学校・さいたま赤十字病院・日本赤十字社埼玉県支部2017 年７月にさいたま赤十字看護専門学校で行われた、看護学校・さい

たま赤十字病院・埼玉県支部共同の災害救護訓練の１コマです。この訓

練は、「災害看護論」の授業として実施されたもので、看護学生が災害時

の役割を理解し、災害看護に必要な基礎的な知識と技術を身につけるこ

とを目的としています。80年以上にわたり、埼玉県の看護教育を支えて

きた同校は、2019年度をもっての閉校が決定しており、今年、最後の訓

練が行われます。CroKuma
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赤十字カレンダー2019年版
壁掛けカレンダー（B3）
（920円税込・送料別）
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7

14

21

28 29

平成30年7月豪雨災害 義援金、 受け付け中
平成30年台風第7 号および前線等に伴う大雨災害により、西日本を中心に甚大な被害が出ました。
この災害で被災された方々を支援するため、下記のとおり義援金を受け付けております。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

http://www.jrc.or.jp/contribute/help/307/

■義援金名称：平成30年 7 月豪雨災害義援金
■受 付 期 間：平成30年12月31日（月）まで
■協 力 方 法：
　［１］郵便振替によるご協力（ゆうちょ銀行・郵便局）
 　　　 口座記号番号　00130-8-635289
 　　　  口座加入者名　日赤平成 30 年 7 月豪雨災害義援金
 　　　　  ※ゆうちょ銀行の振込用紙の半券を受領証の代わりとして、
                  寄附金控除の申請にお使いいただけます。
 　　　　  ※窓口でのお振り込みの場合は、振込手数料が免除されます
 　　　　　　（ATM による通常振り込みおよびゆうちょダイレクトをご利用の場合は、
                   所定の振込手数料がかかります）

　［２］銀行振り込みによるご協力
 　　　   ①三井住友銀行　すずらん支店　普通　2787545
 　　　   ②三菱UFJ銀行　やまびこ支店　普通　2105538
             ③みずほ銀行　　クヌギ支店　　普通　0620405
 　　　　  ※ 口座名義はいずれも「日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）」
 　　　     ※ 銀行振込の際の利用明細票を受領証の代わりとして、寄附金控除の申請にお使いいただけます。
 　　　     ※ ご利用の金融機関によっては、振込手数料が別途かかる場合があります

　［３］岡山・京都・愛媛・広島・福岡・山口・兵庫の各県支部でも受け付けています。
日本赤十字社　平成30年7月豪雨災害義援金 検索 （10月１日現在）

お寄せいただいた義援金は、被災府県に設置
された義援金配分委員会を通じ、全額を被災
者にお届けいたします。

「乾燥による肌の痒
かゆ
み」予防のポイントは皮脂

file.49
「知ってて良かった！健康豆知識」は切り取って保存していただけます

仙台赤十字病院　皮膚科部長　田畑 伸子 （たばた のぶこ）

　秋から冬にかけては乾燥による肌の痒みが起こりや
すい季節です。肌が乾燥する原因は、「皮脂の減少」。
そのため、皮脂量の多い男性よりも女性の肌の方が乾
燥しやすく、20代よりも50代以上の方が乾燥が深刻化
しやすいといえます。
　肌が乾燥すると、ひび割れたり白い粉がふいたりし
ますが、特に乾燥しやすい部位は“腰”や“スネ”などの下
半身。痒みに耐えきれずかき壊してしまうと、炎症を
起こしたり、ダニダスト（ふんや死骸）やホコリなどが
傷口から侵入してアレルギーを引き起こしたりするリ
スクがあります。
　乾燥肌予防に効果的なのは、37～40℃のお湯に浸

かって皮膚に水分を含ませることです。また汗をかく
と、汗が皮膚の角層にうるおいをもたらしてくれるだ
けでなく、汗の中に含まれる皮脂を保つ成分が乾燥を
防いでくれます。ただし、水分は蒸発するときに皮膚
の水分まで奪ってしまうので、お風呂上がりにはワセ
リンなどを塗って肌に膜をつくり、水分を逃がさない
ようにしましょう。また、部屋を50～60%に加湿する、
刺激の少ない肌着を身につけることも大切です。
　保湿をしてもすぐに痒みがぶり返す人、強い痒みで
眠れない人、または、市販薬でかぶれてしまう人は、
炎症を起こしている可能性もありますので皮膚科の受
診をおすすめします。

皮脂を落としすぎないよう、せっけんの使用
はなるべく少なくしましょう。少量で汚れを
落とすには、よく泡立てることが秘けつです。　

宮城県仙台市太白区八木山本町二丁目 43-3 TEL：022-243-1111
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ビタミンKの投与を受けた新生児の母親からは「自分の周りに
いる母親たちにも知らせていきたい」という声も

WORLD
NEWS

るのに苦労していて、ビタミン K投与の啓発
活動を行う必要がある」と語ります。赤ちゃ
んの健やかな成長が避難民キャンプで暮らす
人々の希望となることを信じて、日赤は「ビ
タミン支援」の活動を続けています。

　日赤では、子どもたちの健やかな成長を支
えるため、「ビタミン支援」という取り組みを
実施しています。
　2017年 8月、ミャンマー・ラカイン州で起
きた衝突をきっかけに、多くの避難民が隣国
バングラデシュへなだれ込みました。バング
ラデシュ南部避難民＊の数は 70万人を超え、
その中にはおよそ６万人の妊婦（国連発表）
がいるともいわれています。十分な医療設備
や良好な衛生状態を確保できず、生まれてく
る赤ちゃんたちが命の危機にさらされます。
　その 1つが「ビタミン K欠乏症」です。ビ
タミン Kが不足すると、消化管や頭蓋内で出
血する恐れがあります。状況次第では発育に
影響が出るケースや、後に障害が残る場合も。

避難民キャンプで、生まれてくる赤ちゃんが直面する命の危機。
小さな命を明日につなげるため、日赤は新生児に不足するビタミンＫ投与を支援しています。

新たな生命、そして母となる女性を守りたい
日赤が率先して「ビタミン支援」を実施

　新生児の腸内はビタミン Kが生成されない
だけでなく、母乳中のビタミン Kも少ないた
め、生後 1週間から 1カ月後は特に注意が必
要です。

　こうした状況を受けて、日赤は今年 7月か
ら仮設診療所でビタミン Kを投与する「ビタ
ミン支援」を開始。新生児に投与することで頭
蓋内出血などを抑制する効果が期待できます。
　現地でビタミン Kの投与に携わっている佐
藤友香理助産師（名古屋第二赤十字病院）に
よると、バングラデシュの基準に合わせて「計
3回の投与を目指しているが、2回目以降の投
与を受けに来る方はとても少ない」という問
題点も。また、「現地の習慣で産後 1週間は外
出禁止である中でビタミン Kの大切さを伝え

避難民キャンプで新生児を救う
「ビタミン支援」（バングラデシュ）

生まれてきた赤ちゃんを守るために
仮設診療所でビタミンKを投与

避難民キャンプには6万人の妊婦が…
苦しい状況の中に誕生する新生児

仮設診療所でビタミンKの投与を受けた後、柔和になった母親たちの表情から「ありがとう」の気持ちが感じられた、と佐藤助産師

 バングラデシュ

命を守る赤十字の知識と技術

　ミャンマーの青少年赤十字メンバーが使っているミャンマー赤十字社の救急法セットの
三角巾は、通常イメージする真っ白のものではなく、イラスト付き。応急手当ての際に役
立つ三角巾の使い方が分かりやすく描かれています。
　現地では災害の多発や交通事故の増加といった問題を抱えていますが、救急医療システ
ムの整備は十分ではありません。そのため、地域住民が
自分たちで応急手当てを行うことが、命を守るうえで
重要です。
　赤十字が普及に努める応急手当ての知識と技術、
そして苦しんでいる人を救いたいという思いは、
全世界で共通しています。

語り◎日本赤十字社　救護・福祉部　渡部心

p i c t u r e  t e l l s  s t o r i e s

イラスト付きの三角巾を用いてけがの手当てを練習するミャンマーの青少年赤十字メンバー

＊国際赤十字では、政治的・民族的背景および避難
されている方々の多様性に配慮し、「ロヒンギャ」
という表現をしないこととしています

　現地では災害の多発や交通事故の増加といった問題を抱えていますが、救急医療システ
ムの整備は十分ではありません。そのため、地域住民が
自分たちで応急手当てを行うことが、命を守るうえで

　赤十字が普及に努める応急手当ての知識と技術、
そして苦しんでいる人を救いたいという思いは、

語り◎日本赤十字社　救護・福祉部　渡部心
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